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鷺西田司国土庁長官お国入り
大
臣
就
任
祝
賀
式

一
月
十

一
日
、
西
日
司
国
土
庁
長
官

が
、
大
臣
就
任
後
初
め
て
県
庁
を
訪
問

さ
れ
、
記
者
会
見
で
「
土
地
対
策
、

二

十

一
世
紀
を
に
ら
ん
だ
多
極
分
散
型
の

国
土
づ
く
り
、
第
二
国
土
軸
構
想
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
見
後
、
地
元
で
あ
る
長
浜

町
に
お
国
入
り
を
さ
れ
、
祝
賀
会

(祝

賀
会
実
行
委
員
会
・

一{呂
泰
忠
会
長
)

に
出
席
、
「
皆
さ
ん
の
支
持
の
お
か
げ

で
大
臣
に
就
任
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
満
員

の
会
場
は
、
拍
手
が
沸
き
、
新
大
臣
誕

生
の
感
激
と
期
待
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
支
持
者
の
人
た
ち
と
握

手
を
か
わ
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
笑
顔
で

応
え
ら
れ
、
出
席
者
と
と
も
に
大
臣
就

任
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

(四
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
)
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町
道
一
橋
立
蜂
今
坊
穣
革
寸

の
災
害
窪
田
費
埠

訓電窓昭寝酒田岡臨四叩時晴柑四%酪--曲四月務，...楓同時世盛箆蕗語置恋恋蕗翠題

平
成
二
年
度
一
般
会
計
に
三
億
二
千

八
百
四
十
二
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
四
億
八
千
四
百
九

十
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
、
次
の
通
り
で
す
。

{
民
生
費
一
昭
和
六
十
二
年
に
建
設
し

た
大
谷
口
共
葬
墓
地
が
、
八
-
九
月
の

豪
雨
に
よ
り
地
盤
沈
下
し
、
墓
石
等
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
土
質
の
安
定

改
良
を
行
う
工
事
請
負
費
ほ
か
一
千
万

円。一
農
林
水
産
業
費
]
か
ん
き
つ
生
産
団

地
再
編
整
備
推
進
事
業
費
補
助
、
か
ん

き
つ
銘
柄
産
地
強
化
事
業
補
助
合
わ
せ

て
二
千
十
一
万
七
千
円
。

{一曹+

町
道
犬
平
線
等
の
新
設
改
良
事
業
に
係

る
工
事
請
負
費
ほ
か
一
子
五
百
八
十
五

理露翠密密盟

第4固定剖会

議

A、
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長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
が
、
十

二
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
二
日

間
の
会
期
で
関
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

万
円
。県

営
工
事
費
と
し
て
、
県
道
長
浜
保

内
線
、
櫛
生
大
洲
線
等
県
道
の
整
備
を

行
う
負
担
金
一
千
百
万
円
。

{
災
害
復
旧
費
]
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
台
風
十
四
、

十
九
号
に
よ
り
被
災
し
た
、
町
道
橋
立

峰
A
ァ
坊
線
等
の
復
旧
に
要
す
る
工
事
請

負
費
ほ
か
一
億
一
千
八
百
万
円
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
酬
を
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
長
浜
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で
三
・
六
七

%
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
平
成
二
年
四

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
任
給
は
、
高
卒

で
十
一
万
七
千
三
百
円
、
短
大
卒
で
十

二
万
五
千
六
百
円
、
大
卒
で
十
四
万
一

千
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

請
員
契
約
の
締
結
四
件

町
道
大
平
線

昭
和
六
十
二
年
よ
り
、
国
庫
補
助
を

準
入
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
町
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請
負
契
約
の
締
結
四
件
、
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
二

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
二

十
件
、
北
方
領
土
早
期
返
還
に
関
す
る

要
望
決
議
一
件
、
例
月
出
納
検
査
報
告

な
ど
議
報
告
五
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、
議
報
告
書
は
い
ず

れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

道
大
平
線
の
本
年
度
の
改
良
工
事
(
暗

渠
工
を
中
心
に
六
十
四
日
)
は
、
六
千
五

百
九
万
六
千
円
で
株
式
会
社
一
宮
工
務

応
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
水
系
リ
バ

l
サ
イ
ド

整
舗
。
フ
日
ジ
ェ
ク
ト

ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
「
滝

め
ぐ
り
自
然
遊
歩
道
整
備
工
事
」
は
、
六

千
六
百
九
十
五
万
円
で
伊
予
建
設
工
業

合
名
会
社
、
「
沖
浦
さ
く
ら
の
道
整
備

工
事
」
は
、
四
千
二
百
三
十
三
万
三
千

円
で
有
限
会
社
高
屋
建
設
と
そ
れ
ぞ
れ

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

か
ん
き
つ
産
地
強
化

緊
急
対
策
事
業

オ
レ
ン
ジ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国

の
指
定
を
受
け
出
海
地
区
に
園
地
内
農

道
と
水
路
を
新
設
す
る
か
ん
き
つ
園
地

緊
急
整
備
工
事
は
、
三
千
二
百
三
十
四

万
二
千
円
で
斎
藤
建
設
株
式
会
社
と
、

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

譲
興
計
画
基
本
構
想
に

沿
っ
た
形
で

質
問
・
:
平
成
三
年
度
予
算
編
成
方
針

に
つ
い
て
(
城
戸
岡
政
雄
議
員
)

答
弁
-
-
予
算
編
成
方
針
は
、
社
会
情

勢
の
推
移
や
国
・
県
の
経
済
施
策
の
動

向
を
把
握
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
定
め
た
も

の
で
あ
る
。
特
に
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
肱
川
水
系
リ
パ

i
サ
イ
ド

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
着
実
に
遂
行

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
拡
張
と

か
、
環
境
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め
た
ゴ
ミ

処
理
体
制
の
充
実
、
第
三
次
開
発
事
業

の
調
査
研
究
、
道
路
・
港
湾
整
備
の
推

進
、
漁
港
の
建
設
、
魚
礁
の
設
置
、
オ

レ
ン
ジ
自
由
化
阻
止
対
策
の
推
進
、
学

校
施
設
整
備
な
ど
の
重
要
項
目
を
振
興

計
画
基
本
構
想
に
沿
っ
た
形
で
、
各
事

業
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
た
い
。

都
市
機
能
や
生
活
環
境

施
設
整
備
の
向
上
へ

質
問
・
:
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
(
城

戸
岡
政
雄
議
員
)

答
弁
:
・
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

振
興
基
本
計
画
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

都
市
機
能
及
び
生
活
環
境
施
設
等
、
下

水
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
の
充
実
を
考

慮
し
、
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

利
用
啓
発
を

覆
持
一
的
に
展
開

質
問
-
-
e
J
R
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う
諸

問
題
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
(
日
高

照
友
議
員
)

答
弁
:
-
今
回
の

J

R
ダ
イ
ヤ
改
正
に

伴
ぃ
、
伊
予
市
駅
で
の
乗
り
換
え
等
の

苦
言
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
ダ
イ
ヤ
改
正

は
、
承
服
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

J

R
四
国
に
対
し
、
沿
線
住
民
の
ニ

l
ズ

に
沿
っ
た
ダ
イ
ヤ
の
改
善
を
強
く
陳
情

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
町
民
ひ
と
り

一
人
が
大
い
に
海
岸
線
を
利
用
し
て
項

く
ご
と
や
、
沿
線
各
駅
を
拠
点
と
し
た

定
期
券
・
回
数
券
の
購
入
促
進
等
の
啓

発
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。出

産
奨
励
金
等
と

諸
施
設
を

質
問
若
者
の
地
元
定
着
化
に
つ
い

て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
・
町
単
独
で
出
産
奨
励
金
等
を

取
り
組
む
事
も
一
策
か
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
若
者
の
働
く
場
所
の
確
保
等
も

含
め
て
、
二
十
歳
、
一
二
十
歳
の
方
々
が

安
心
し
て
定
住
で
き
る
よ
う
な
諸
施
策

を
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

自
家
処
理
で
き
る

容
器
を
検
討
中

質
問
-
:
生
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
(
日

高
照
友
議
員
)

答
弁
・
:
現
在
の
焼
却
方
法
に
頼
る
だ
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一一
け
で
な
く
、
各
家
庭
で
、
合
理
的
に
処

理
で
き
な
い
も
の
か
と
、
行
政
サ
イ
ド

で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
業
界
に
わ

い
て
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
処
理
が
で
き
る

処
理
容
器
が
開
発
さ
れ
、
こ
の
処
理
容

器
は
、
各
家
庭
に
据
え
置
い
て
、
生
ゴ

ミ
の
自
家
処
理
が
で
き
、
し
か
も
、
肥

料
が
作
れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
、
そ
の

効
果
や
問
題
点
な
ど
を
よ
く
調
査
検
討

し
、
有
効
的
で
あ
れ
ば
補
助
制
度
の
事

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
教
青
時
代
に
構
え

質
問
:
・
社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

(
大
野
畳
一
良
議
員
)

答
弁
;
社
会
教
育
課
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
生
涯
教
育
時
代
に
備
え
、
社
会

教
育
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
考
え

る
と
き
、
住
民
要
求
等
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
た
め
に
、
総
合
調
整
を
図
る

行
政
機
能
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
社
会
教
育
委
員

会
、
教
育
委
員
会
の
意
見
等
を
尊
重
し

て
早
急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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畏
主
主
義
の
醸
理

基

づ

い

て

質
問
:
町
長
の
行
政
姿
勢
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
:
・
目
標
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
憲
法
第
九
十
二
条
に
あ
る
よ
う
に
、

団
体
自
治
と
住
民
自
治
の
二
つ
の
要
素

が
反
映
し
て
こ
そ
、
民
主
主
義
の
原
理

に
基
づ
い
た
地
方
自
治
が
管
理
で
き
る

も
の
と
認
識
し
、
法
律
に
沿
っ
た
行
政

の
推
進
を
踏
ま
え
、
遁
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

役
場
内
の
統
率
に
つ
い
て
は
、
指
揮

一披質問… ー

命
令
系
統
と
い
う
組
織
の
流
れ
の
中
で
、

統
率
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

「
里
@
酢
w

e

人
約
つ
く
り
」

を

推

進

質
問
:
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
「
里

づ
く
り
」
、
「
町
守
つ
く
り
」
、
「
人
ゃ
つ

く
り
」
を
進
め
、
町
長
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
「
自
然
と
の
調
和
を
基
調
と
し

た
人
と
物
の
動
く
町

a

つ
く
り
」
の
た
め
、

全
力
を
傾
注
す
る
考
え
で
あ
る
。

総
合
整
髄
基
本

計
画
を
ベ
ー
ス
に

質
問

-

E

E

住
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福

祉
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
:
・
住
民
生
活
の
安
定
に
つ
い
て

は
、
憲
法
第
二
十
五
条
の
理
念
に
基
づ

き
、
生
活
保
護
法
等
の
適
正
な
運
用
を

図
り
な
が
ら
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
「
ふ
る
さ

と
長
浜
守
つ
く
り
二
十
一
」
の
総
合
整
備

基
本
計
画
を
ベ

l
ス
に
し
、
老
人
福
祉

等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

特
に
、
国
で
は
、
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
「
高
齢
者

保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
を
打
ち
出

し
、
家
庭
奉
仕
員
の
大
幅
な
増
員
や
施

設
の
拡
充
等
の
充
実
を
図
る
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
も
、
こ
れ
ら
の

計
画
に
合
わ
せ
る
一
方
、
老
人
ホ
ー
ム

白
山
闘
の
移
築
計
画
や
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
の
併
設
も
検
討
中
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
独
居
老
人
対
策
と
し
て
は
、
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
。

地
域
@
、
む
の
活
性
化
を

質
問
・
:
活
性
化
の
た
め
、
長
浜
町
の

フ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
(
基
本
的
)
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
:
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
長

浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
」
と
「
長
浜

町
総
合
整
備
基
本
計
画
」
を
基
本
に
、

「
海
と
川
と
緑
の
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
、
心
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一
融
通
意
に合

わ
せ
て

質
問
晴
海
団
地
の
吸
引
現
象
に
よ

り
侵
食
し
た
箇
所
の
被
害
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
・
民
地
に
被
害
が
出
た
場
合
に

つ
い
で
は
、
一
概
に
規
定
付
け
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
被
害
形
態
か
ら
埋
立

工
法
と
の
聞
に
因
果
関
係
が
立
証
さ
れ
、

町
に
責
任
が
あ
る
場
合
は
、
一
般
通
念

に
沿
っ
た
補
償
・
補
修
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
天
災
地
変
の
場
合
は
別
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

開
発
園
的
に

向
も
変
更
者
い

質
問
-
:
拓
海
団
地
の
誘
致
企
業
の
土

地
売
買
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
(
堤

正
和
議
員
)

答
弁
:
県
外
二
企
業
誘
致
の
石
橋
産

業
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計

画
の
と
お
り
で
あ
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
総

合
開
発
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
地
元

企
業
数
社
か
ら
用
地
取
得
の
強
い
要
請

が
あ
り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
総
合
開
発
株
式

会
社
に
再
譲
渡
の
申
し
入
れ
を
し
た
と

こ
ろ
、
了
解
を
得
た
の
で
、
一
二
者
契
約

に
よ
り
地
元
企
業
六
社
に
再
譲
渡
し
て

い
る
。埋

立
地
の
目
的
と
異
な
っ
た
方
向
に

動
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
に
つ
い

て
は
、
埋
め
立
て
か
ら
工
事
完
成
の
約

五
年
間
の
社
会
情
勢
の
変
動
で
、
契
約

企
業
の
変
更
は
あ
っ
た
が
、
開
発
事
業

の
目
的
に
は
何
も
変
更
な
く
、
今
後
は
、

契
約
企
業
の
一
日
も
早
い
立
地
操
業
を

指
導
し
、
目
的
で
あ
る
拓
海
地
区
の
工

業
団
地
化
に
務
め
た
い
。

整
備
捉
進
に
注
力

質
問
:
・
公
共
施
設
事
業
推
進
と
農
林

業
、
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て
(
菊
地

儀
明
議
員
)

答
弁
-
:
県
道
長
浜

1
保
内
線
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
生
活
道
路
と
し
て

の
機
能
だ
け
で
な
く
、
観
光
面
か
ら
も

主
要
な
路
線
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

早
期
整
備
に
つ
い
て
、
県
当
局
へ
の
陳

情
な
ど
、
事
業
促
進
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
県
道
櫛
生

1
大
洲
線
の
促
進

に
つ
い
て
も
、
町
の
基
幹
路
線
で
あ
り
、

整
備
促
進
の
地
域
に
与
え
る
影
響
が
多

大
な
こ
と
か
ら
、
事
業
の
促
進
に
可
能

な
限
り
の
協
力
を
し
て
い
る
。

前
向
き
に
対
処
し
て
い
き
た
い

質
問
:
林
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
・
:
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
路
面
整
形
等
で
重
機
類
を
必
要

と
す
る
場
合
に
お
い
で
は
、
協
議
し
前

向
き
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

信
頼
さ
れ
る

役
場
づ
く
り
に

質
問
:
町
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い

て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
や
る
気
の
あ
る
職
員
に
つ
い

て
は
、
心
身
両
面
を
鍛
え
る
こ
と
か
ら

や
り
直
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
立

ち
向
か
う
根
性
を
養
う
と
同
時
に
、
現

実
に
即
し
た
職
務
能
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
。
個
性
あ
る
職
員
の
養
成
に
つ

い
て
は
、
長
所
、
短
所
を
見
極
め
、
適

材
適
所
に
人
事
配
置
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
即
応
し
た
仕
事
が
で
き
る
能
力
を

養
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
研
修
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
各
課
ご
と
の
自
主
企
画
研
修
や
課

と
課
相
互
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
け
て

の
実
務
研
修
を
さ
せ
、
信
頼
さ
れ
る
役

場
会
つ
く
り
に
努
力
し
て
い
く
。

手
ぃ
つ
く
り
で

親
子
の
紳

質
問
学
校
給
食
に
つ
い
て
(
菊
地

儀
明
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
学
校
給
食
実
施

の
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
受
け
取
っ
て

い
な
い
の
で
、
内
容
等
も
不
明
で
あ
る
。

子
供
を
育
て
る
た
め
の
学
校
給
食
に

つ
い
て
は
、
給
食
の
長
所
・
短
所
を
考

え
た
上
で
、
手
づ
く
り
弁
当
が
子
供
と

保
護
者
を
結
ぶ
紳
(
き
ず
な
)
で
あ
り
、

人
間
形
成
の
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
だ
と

考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
要
望
の
内
容
、
学
校
の
実

態
等
を
検
討
し
、
理
事
者
と
協
議
し
た

上
で
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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立案

唖詰まれて~

彊麓語審電車彊霊諸冨覆霊彊盟主窪冨

~問調的大臣誕生に、会場拡感激と期持

満
場
の
拍
手
に
手
を
振
っ
て

ち
応
え
ら
れ
る
新
大
亘

た者席出ヴ色め求キ」手選tiF 
あの激或伽

無
料
で
固
定
資
産
課
税
台
帳
関
覧

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
期
間
に

限
り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ

愛
護
県
知
事
選
挙

投
票
率
六
六
・
コ
二
%

昨
年
十
二
月
二
十
九
日
愛
媛
県
知
事

選
挙
の
投
票
が
町
内
十
四
か
所
で
行
わ

れ
、
当
日
有
権
者
数
は
八
千
七
百
九
十

九
人
(
前
回
よ
り
三
百
五
十
三
人
減
)
、

投
票
者
は
五
千
八
百
三
十
五
人
で
、
投

票
率
は
六
六
・
コ
二
M

初
で
し
た
。

区

~ 入 回 前 回

有権 者 数| 8， 7 9 9人 9、 152人

f立 耳"""て 一芯寸宗一ー 66.31% 73.92% 

有 効 ス正Z亘て 5司 771票 6， 6 7 5人

f手賀さだゆき 5， 0 5 1票 5， 3 5 7票

|衣JlI義隆 720票

置重宝
ヲ茸て開調T浜長

4
月
1
日
1
却
日

し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
、
固
定
資

産
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

画
調
一
出
品

日型

ー
白
滝
俳
句
会
1

狩
仕
度
解
か
ず
賀
客
の
な
ち
ば
な
し

上

田

正

旬
に
ふ
け
る
女
一
人
や
黄
水
仙

一

宮

菊

枝

添
え
書
き
の
心
の
温
し
賀
状
か
な

上
田
ミ
ツ
子

当
て
し
ま
ま
繕
う
エ
プ
ロ
ン
針
初
め

都
築
い
ち
子

日
溜
り
に
臥
す
牛
の
甘
や
春
隣

上

田

ス

ミ

ホ
イ
y
ス
ル
凍
て
し
ホ
ル
に
響
き
け

り

清

水

禎

子

チ
エ
ン
ノ
!
の
音
ふ
と
こ
ろ
に
山
眠
る

悦
子

女
正
月
集
ひ
て
作
る
里
の
味

岡
賢
ノ
ブ
コ

濁
り
居
へ
安
否
を
問
へ
る
初
電
話

上

問

孝

子

「

a
y
営
、
ー
ノ
ウ

満

Y1J問
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン

「
九
、
圏
毘
年
金

団~園開年金関保コきちづくり嘩盟盟阻

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
口
可
被
保
険

者
と
い
う
形
で
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

「。
宅
三
口
可
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
ご

、
ピ
十
へ
の
加
入
す
る
写
生
与
金
や
共
済
年

金
が
主
と
め
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
自

分
で
は
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

第
三
万
被
保
険
者
で
あ
る
認
定
を
う
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
・

-

F

、
い
な
い
方
は
、

事
二
一
号
被
保
険
者
と
し
く
ド
在
に
よ
る

保
障
を
う
け
ら
れ
去
ノ
、
九
ふ
る
せ
一
二
口
、
が
あ

り
ま
す
。

第
一
一
パ
マ
被
保
険
者
の
届
山
山
を
し
之
後

に
、
ご
主
人
が
勤
め
を
や
め
た
り
勤

め
先
が
変
わ
ら
れ
作
一
レ
一
さ
な
と
に
も
届

必
要
で
す
。

さ
は
お
す
み
宇
す

くあに 思伺==iI----..._ -]~ニすの物と強~く立す発くあ た住「介がに開
らつと主でつも私同ピにれ街館 JFJ!， g周香ん長』品展売るそいがぽし届、い「
ベまるもでじは校!しば路をいす住)井(き生、れで続くまさ胸吃ふ
としよ足いま向六千てい樹つまる 町 小只せか香にす光!土すまが "1、る
りたう元まん分年 iこもいをくしこの 学!車ケし佳は l 存、。しジ jとさ

O なカか、しすの唖 ;t主 、 "てつ一-~)つJ たと有 ト校之!県呆
大でこら J七る t山iι:_Mι 研 ま く た 。が名 Jベ.;きどと足 lに一雪 O とと再青こ泊
き も と 見 C とむくい究た fつ〉り梨大な F年F香 Jた三んくも さざ守く そなら[ほ主よ
な 、アがうドずる こ町んし H所斤、た 、の事 物 . j住主いとど守しと わな のるカか3 熟
物つ、と ろが )J品 f1 をカ り梨 博だを M 町でんよ(に二 うつ よら」
カがずいた 、 カがずづ小、 d心山、つ←一一… 一一ょた 部う私の
目東くじ なさ いく醜司盟露盤鶏鰭調理璽E覇 斡 警 鐘 問 う ら をなの講

に京さま いさ 手っ関臨鐘覇軍闘騒謹買に、 ご作も演
とん ん と 、 」て位辺怨霊参豆一一一一一一溢鐙務総織田園田開明圃早慾」し杏 紹文とを

い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一

ま
た
、
香
注
町
は
、
江
戸
中
期
の
代
一

表
的
な
画
家
、
円
山
応
挙
の
ゆ
か
り

の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
印
応

挙
ま
つ
り
M

や
印
応
挙
通
り
げ
を
つ

く
っ
て
は
、
と
い
う
誌
も
検
討
さ
れ

て
い
る
と
い
う
三
と
で

1
0

H

ま
ち
づ
ぜ
り
は
人
〉
つ
く
り
か
ら
4

と
町
民
が
こ
そ
っ
ご
Ji
ち
上
が
り
始

め
た
香
住
町
は
、

υ
士
、
活
気
に
あ

ふ
れ
で
い
ま
す
。
人
々
の
意
識
が
変

わ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
か
ど
う
な

る
、
ど
う
す
る
香
住
町
村
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
ま
ち
づ
く
け
へ
の
問
題
意

識
と
、
同
じ
物
キ
し
を
も
っ
た
こ
と

ま

ち

づ

り

ま

は

、

本

当

に

素

晴

ら

」
』
一
マ

F
E

し
い
こ
と
で
す
。

人

づ

く

り

か

ら

「

ふ

る

さ

と

香

住

ノ

W

》

de

熟
」
も
、
住
民
べ

l

ス
で
ス
タ

i
ト
)
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
こ
の
ま
莞
の
労
り
が
一
つ
一
つ

実
り
、
ど
ん
な
香
り
の
花
会
咲
か
せ

る
だ
ろ
う
か
、
大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
う
の
で
す
。

No.15 

、
一
る
さ
と
塾
主
宰
・
萩
原

Jjと
裕

間
じ
物
差
し
を

も
つ
こ
と
が
大
事

い
で
、
足
元
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
を
も
の
さ
し
に
し
て
、
こ
の
町

を
見
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
香
住
町
を
も

の
さ
し
に
し
て
、
た
く
さ
ん
い
い
と
こ

ろ
を
知
り
、
す
ば
ら
し
い
町
に
し
て
い

き
た
い
で
す
』
(
同
校
六
年

-
S
さ
ん
)

講
演
を
き
っ
け
に

町
民
の
意
識
が
変
化

こ
う
し
て
、
町
民
す
べ
て
が
同
じ
土

波
に
よ
が
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
や
ろ

う
と
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
と
香
住
町
の

人
々
の
意
識
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
始
め

た
そ
う
で
す
。

「
希
望
が
わ
い
た
c

斉
住
町
の
前
途
が

明
る
く
な
っ
た
」

「
若
者
た
ち
の
聞
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
何
か
を
や
り
た
い
と
い
う
気
運

が
芽
ば
え
始
め
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ス
だ

!
」
と
?
?
声
が
上
が
り
だ
し
た
の
で

すの
具
体
的
に
は
、
ヵ
ニ
に
つ
い
て
も
っ

と
町
民
が
愛
着
を
も
ち
、

P
R
す
る
必

要
点
あ
る
c

そ
こ
で
、
香
住
駅
に
カ
ニ

も
に

4
4

の
生
昼
間
を
設
置
し
、
ま
た
防
波
堤
に
カ

こ
の
絵
を
ベ
イ
ン
一
一
ア
ィ
ン
グ
し
よ
う
と



日
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-
片
十
五
H
、

町
体
育
館
で
平
成

三
作
成
人
式
が
行

わ
れ
、
今
年
の
成

式
入
者
は
男
子
六
卜

人
一
一
人
、
次
子
八
卜

時
一
一
人
の
百
四
卜
同

f
o
令
「
人
で
し
た
。

こ

沼

式

で

は

、

一

白

田

凡
』
弓
一
司
国
土
庁
長
官
ら

持
作

Z

の
門
出
の
祝
辞
を

す

緊

張

気

味

に

聞

い

司

パ

た

後

、

成

人

者

を

一
一
品
代
表
し
て
下
須
戒
の
時
一
幸
治
さ
ん
、
仁
久
の
友

決

石

恵

美

さ

ん

が

意

見

発

表

し

、

完

の

清

水

桂

さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

円
日

1
口

口

口

日

。白

贈
与
税
の
申
告
と

納
税
を
お
忘
れ
立
く

平
成
二
年
(
平
成
二
年
一
月
一
日
か

ら
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
い
ま

す
。
)
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
忘
れ
な

い
よ
う
早
め
に
わ
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

〈
贈
与
税
の
か
か
る
財
産
〉

個
人
か
ら
贈
与
を
受
け
た
現
金
、
預

貯
金
、
有
価
証
券
、
土
地
、
家
屋
、
事

業
用
財
産
、
貴
金
属
、
宝
石
、
美
術
品

な
ど
経
済
的
価
値
の
あ
る
も
の
全
て
の

も
の
が
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
以
外
の
人
が
保
険
料

を
負
担
し
て
い
た
生
命
保
険
料
を
受
け

取
っ
た
と
き
な
ど
も
贈
与
を
受
け
た
も

の
と
み
な
さ
れ
て
贈
与
税
の
課
税
対
象

一一一一

i口口口口口口口口口口口口口口

封ず6
口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

ご
み
処
理
準
備
万
端
f

環
境
セ
ン
タ
ー
火
入
れ
式

一
月
二
十
一
日
、
大
洲
市
と
共
同
で
建
設
し
て
い
た

「
大
洲
市
。
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
上

田
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席
し
て
火
入

れ
式
が
行
わ
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

三
月
末
ま
で
試
験
操

業
し
た
後
、
四
月
か

ら
本
格
稼
働
し
、
年

間
一
万
一
千
J
ノ
を
処

理
す
る
。

と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
個
人
か
ら
著
し
く
低
い

価
格
で
財
産
を
譲
り
受
け
た
場
合
や
、

債
務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
り
肩
代
わ

り
し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
、
経
済
的

な
利
益
を
受
け
た
と
き
も
実
質
的
に
贈

与
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
わ
、
親
子
や
夫
婦
な
ど
特
別
な
関

係
に
あ
る
人
と
の
聞
の
金
銭
の
貸
借
に

は
、
そ
の
返
済
に
つ
い
て
「
あ
る
時
払

い
の
催
促
な
し
」
と
か
「
出
世
払
い
」

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
に
形
式
的
に
は
金
銭
の
貸
借
に
な

っ
て
い
て
も
、
実
質
的
に
贈
与
で
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
贈
与
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

〈
贈
与
棋
の
計
算
〉

ま
ず
、
平
成
二
年
中
に
個
人
か
ら
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
を
合
計
し
ま

す
。
こ
れ
を
贈
与
税
の
課
税
価
格
と
い

い
、
課
税
価
格
は
贈
与
に
よ
っ
て
受
け

た
財
産
を
時
価
に
よ
っ
て
評
価
し
て
計

算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
こ
の
課
税
価
格
か
ら
基
礎
控

除
の
六
十
万
円
を
差
し
引
き
、
そ
の
残

額
に
税
率
を
乗
じ
た
額
が
贈
与
価
格
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
に

個
人
か
ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額

の
合
計
額
が
六
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
税
率
は
一
O
%
か
ら
七
O

%
ま
で
、
基
礎
控
除
後
の
課
税
価
格
に

応
じ
て
高
く
な
る
超
過
累
進
税
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
〉

居
住
用
不
動
産
な
ど
の
贈
与
が
あ
っ

た
と
き
、
次
の
要
件
の
全
て
に
当
て
は

ま
れ
ば
、
基
礎
控
除
六
十
万
円
の
ほ
か

に
配
偶
者
控
除
と
し
て
最
高
二
千
万
円

ま
で
が
課
税
価
格
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

一
、
婚
姻
期
聞
が
二
十
年
以
上
の
夫

婦
閣
の
贈
与
で
あ
る
こ
と

二
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
は
、
贈
与

を
受
け
た
方
が
居
住
す
る
た
め
の
不
動

産
で
あ
る
か
、
居
住
用
不
動
産
を
取
得

す
る
た
め
の
金
銭
で
あ
る
こ
と

三
、
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
三
月

十
五
日
ま
で
に
、
贈
与
を
受
け
た
居
住

用
財
産
又
は
贈
与
を
受
け
た
金
銭
で
取

得
し
た
居
住
用
不
動
産
に
実
際
に
居
住

し
、
か
っ
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
て
居

住
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

こ
の
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
と
き
に

は
、
①
戸
籍
謄
(
抄
)
本
、
②
戸
籍
の

附
表
の
写
し
、
③
控
除
の
対
象
と
な
っ

た
居
住
用
不
動
産
の
登
記
簿
謄
(
抄
)

本
、
④
住
民
票
の
写
し
を
添
付
し
た
贈

与
税
の
配
偶
者
控
除
は
、
同
一
夫
婦
問

で
婚
姻
期
間
中
一
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

(
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
〉

父
母
又
は
祖
父
母
か
ら
、
平
成
二
年

中
に
住
宅
取
得
の
た
め
に
金
銭
の
贈
与

を
受
け
た
場
合
、
贈
与
税
額
を
軽
減
す

る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
贈
与
税

の
申
告
書
に
こ
の
特
例
を
受
け
る
旨
を

記
載
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
書
類
を

添
付
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
た

年
の
翌
年
以
降
四
年
以
内
に
贈
与
を
受

け
た
場
合
に
は
、
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
に
持
例
の
適
用
を
受
け
た
住
宅

取
得
資
金
の
五
分
の
一
相
当
額
を
加
算

し
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
、
特
例
の
適

用
を
受
け
た
住
宅
取
得
資
金
の
五
分
の

一
相
当
額
に
係
る
税
額
を
控
除
し
て
贈

与
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

平
成
二
年
度
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、

平
成
三
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
聞
に
、
贈
与
を
受
け
た
方
の
住

所
地
の
税
務
署
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

納
税
の
期
限
も
申
告
の
期
限
と
同
じ

三
月
十
五
日
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
税
額
に
対
し
、

年
十
四
・
六
%
(
五
月
十
五
日
ま
で
は

年
七
・
三
%
)
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す。
た
だ
し
、
贈
与
税
額
が
十
万
円
を
超

え
て
い
て
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
五
年
以
内
の
年
賦
で

納
め
る
延
納
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
延
納
期
間
中
は
年
六
回
六
%

の
割
合
で
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
延
納
を
受
け
る
た
め
に
は
、
担
保

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
延
滞
税
納
額

が
五
十
万
円
未
満
で
、
か
っ
、
そ
の
延

納
制
度
が
三
年
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申

告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の

一
五
%
ま
た
は
一
O
%
(
不
正
な
行
為

が
あ
っ
た
場
合
に
は
四
O
%
ま
た
は
三

五
%
)
の
割
合
の
加
算
税
が
課
さ
れ
、

さ
ら
に
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
わ
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
評
価

方
法
や
贈
与
税
の
計
算
な
ど
で
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
相
談
室
や
税

務
署
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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~盟お知らせ。一貴重です。当直医盟臨調圃監 3・芝草盟理蚤

院

役
場
衛

言霊

、~'戸

、-

持
却
場
・
火
葬
場
の

有
明
榔
電
話
麗
止
/

窪盈呈丞エ三iJlI園田園・・~盟

ご
み
焼
却
場

(
5
0
4
1
)
a
火
葬

場

(
5
0
1
乙
)
の
有
線
電
話
を
廃
止

し、

N
T
T
電
話
p
i
l
l
5
2
9
(
共

通
)
の
み
と
な

η
ま
を
)
た
。

今
後
、
ご
み
焼
却
場
・
火
葬
場
ヘ
ご

用
の
方
は
、
(
岱
臼

1
5
2
9
)

当

禁
煙
事
語
。
嘉
戸
華
航

要要霊

当 直医院 l電話番分月 日

2/24 岡 田 医 院 52-0639

3/3 菊地医院 52-0209 

3/10 門厘医院 52-0202 

3/171石村病院 52-0275

3/21 清水医院 52-2883 
ト一一

3/24 米川医院 52-0165 

3/31 凶 LH 医院!沼田~91
言参撞 救急患者の方のみi受付RUj 午前日 :OO~T後5:00

※原員として在診は主主しません。

{
募
集
期
間
一
平
成
三
年
二
月
二
十
八

日
ま
で
(
二
十
八
日
消
印
布
効
)

一
作
品
の
送
付
先
}
〒
一

O
O
東
京

都
千
代
田
区
霞
ヶ
開
会
jol--
二
i
一
一
四

五
厚
生
省
保
健
医
療
局
健
康
増
進
栄

養
課一

表
彰
及
び
賞
品
一
厚
生
大
臣
賞
(
賞

状
及
び
副
賞
)
一
点
・
佳
作
(
賞
状
及

び
副
賞
)
五
点

{
注
意
事
一
項
一

V
応
募
作
品
の
用
紙
の

余
白
欄
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
及
び
電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
規
格
・
注
怠
事
項
が
守
ら

れ
て
な
い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
o

w
結
果
は
、
優
秀
作
品
の
発
表
を
も
っ

て
岱
え
さ
せ
て
け
な
芝
き
ま
す
。

一
主
催
}
厚
生
省
貯
健
康
・
体
力
づ

く
り
事
業
財
同

消防記念日

( 3月7日)

~一一ー一

ー 一一一一一一保険で安心 明るくスポーツ一一 ( ¥ 

~(Q)(Q)7J21人窃毘鴎 スポーツ安全保険議督
R いつひも、だれで丸、 5人以上のグループで加入できます。

掛全(年額)子ども・主化活動 360円、大人 1，1 () 0円(老人クラブ団体 500円

最高1.400万円(老人400万円) I賠償責任保険:対人 1億円 済
4川O 円(老人1，800円) i • 50万円!
1，300 円(老人 800fL:l) I支払限度額 i士刊勿5007j円卜見事f全

*団体の管理下の活動中の事故 *通常め経路往復中の事故

一
一
号
集
作
品
一
禁
煙
、
分
屈
に
関
す
る

標
語{

作
品
の
用
途
一
喫
煙
対
策
を
推
進
す

厚
生
省
で
は
、
平
成
一
二
年
五
月
三
十
一
色
ポ
ス
タ
ー
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

一
H
の
世
界
禁
煙
デ
!
に
台
け
る
各
商
{
応
募
資
格
一
応
募
者
制
限
な
し

喫
煙
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
民
の
皆
一
作
品
の
規
格
等
一

B

5
判

(

a

2

さ
ん
か
ら
統
一
禁
煙
標
語
を
広
く
募
集
咽
×

7
咽
)
の
用
紙
に
楢
書
で
書
い

す

る

こ

と

仁

し

ま

し

な

。

た

も

の

c

一
人
三
作
品
ま
で
と
す
る
。

思パ
W

呼
び
や
す
く
、
女
の

f
ら
し
い
お
前
を
つ
け
ま
し
た
。

+hμ

元
気
い
っ
ぱ
い
、
亨
い
っ
ぱ
い
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

豊
人
生
を
、
思
い
つ
き
り
エ
ン
一

/
i
k

九
な
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

け易害;死 亡・後遺障害
I 入院(1日あたり)
1保険 J 通院 (Jnあたり)

一叩服部品長山]4犯)itJ 
対象となる事故

お問い合わせは、
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、

信

教

育

で

選

科

生

コ
l
ス

(
通
信
教
育
)

-
B与「
fa

・

希

望

平

目

を

学

習

し

て

、

単

位

が

取

命
死
♂
コ
a

J
包

r・
得

で

き

ま

す

。

N
H
K
学

園

申

込

受

付

:

・

四

月

十

五

日

ま

で

N
H
K
学
園
で
は
、
平
成
三
年
度
の
専
攻
科
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
)

高
等
学
科
の
生
徒
と
専
攻
科
の
学
生
を

社
会
福
祉
コ

l
ス

募

集

し

て

い

ま

す

。

高

校

卒

業

後

、

二

年

間

の

学

習

で

「

N

女
高
等
学
科

H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
認

普
通
科
コ

l
ス

(
通

信

教

育

)

定

資

格

が

得

ら

れ

ま

す

。

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取
得
申
込
受
付
:
・
四
月
五
日
ま
で

で
き
ま
す
。

女
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

申
込
受
付
:
四
月
十
五
日
ま
で

一T
一
八
六
|
O
一

東
京
都
国
立
市
富

司
1
2
2
4
2
2
4
J
f
t
J
fド
2
4
4ド
も
も
4
4
2
4ド
2
4
2
2
2
2も
1
1
Jア

一

喝

破

一

空

ヘ

玄

去

の

他

、

被

服

等

も

す

べ

て

無

料

で

こ

円

略

語

一

r

・h
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姻

時
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齢
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滝
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移
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嵐

ゑ
後
マ
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寄
付
採
納
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長
浜
の
吉
岡
節
子
さ
ん
:
民
俗
資
料

(
長
持
、
盟
、
櫓
こ
た
つ
一
式
、皆川篠、

脇
息
、
ぼ
て
、
信
玄
袋
、
豆
炭
あ
ん
か
、

高
木
枕
、
火
鉢
、
柳
行
李
)
を
町
の
民

俗
資
料
室
へ

。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

ロ
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

保

護
者
氏

名

続

柄

児

名

白

滝

久

保

正

人

長

女

美

知

恵

下
須

戒

徳

田

賢

数

二
男

真

彦

黒

田

清

水

虞

茂

二
男

勇
希

長

浜

川
元

敏

和

二
男

優

下

須

戒

松

田

重

義

長

女

望
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櫛

生

菊

地

佳

子

(六
八
)

下

須

戒

山

本

要

(
七
二
)

長

浜

荒

井

シ

ズ

ヱ

(
六
七
)

A
7

坊

登

尾

進

之

照

(

八

八

)

沖

浦

天

川

章

(

七

O
)

置
編
集
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記
藍

中
東
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争
に
よ
り
、
数
多
く
の
死
者

が
出
で
、
被
害
は

一
般
市
民
に
も
及
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
遠
く
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れ
た
日
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で

も
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油
供
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の
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増
税
な
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数

多
く
の
問
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始
め
て
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す
。
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終
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穏
な
日
々
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れ
る
よ
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に
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っ
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し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
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月
と
い
え
ば
、
ひ
な

ま
つ
り
、
卒
業
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、

何
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。
特
に
、
卒

業
し
就
職
さ
れ
る
方
な
ど
、
期
待
に
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膨
ら
ま
せ
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を
待

っ
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い
る
の
で
は

な
い
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し

ょ
う

か

?
(私
も
そ
う
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し

た
。
し
か
し
、
現
実
は
・
:
:
)
ま
あ
、

こ
の
よ
う
に
年
度
末
ま
で
、
ゴ
タ
ゴ
タ

し
ま
す
が
、
節
目
と
い
う
こ
と
で
(
自

分
だ
け
か
も
・

)
、
お
互

い
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

12月末 現在 前月との比較

11 ，369人 17人減

人 口 (男 5，338人) (男10人減)
女 6，038人 女 7人減

世帯数 3.719世帯 4世帯減

帯世口人


